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働くものの視点に立って  

運動を進めていこう 
 たたかう運動方針 全代議員一致で確立 

第 133回支部定期大会が、9月 8日（土）、東京の築地社会教育会館で開催されました。 

大会では、「解決すべき課題」と位置づけ

た等級格付け問題・Ｄ考課問題・休日就業問

題など、この 1年特に力を入れてきた交渉課

題について、執行部より経過や到達点が説明

され、今後の方針が提起されました。また、

新たに提案された業績賞与算出スキームにつ

いて、詳細に内容が検証され、働くものの頑

張りが反映されるスキームにしていくための

方針が提起されました。 

組合員からは「社内で不満を持っていても声をあげられ

ない人が多い。何か運動

で結びつきたい。そのた

めに何をしたらよいかみ

んなで考えよう」「今年

も全損保運動の先頭に立

とう」など、議案を補足・

補強する意見が相次ぎ、2013 年度運動方針は全代議員一
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 闘争で培った強固な団結

力をさらに高め、〝未来〟を
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致で確立されました。また、会場では全損保が組織一丸となって取りくんだ『一人一言運

動』の冊子が配られ、掲載されている損保労働者の偽らざる声を基点に、さらに運動をす

すめていくことも確認しました。最後に、闘争を含め 9 年間私たちのアドバイザーを務め

ていただいた佐藤晃さんから、本大会を最後に退任されることが語られると、感謝の思い

が込められた大きな拍手が会場を包みました。 

 

迎える 2013年度も、本大会で確立した運動方針に確信を深め、全員で力強く歩みをすす

めていきましょう。 

（次ページに大会決議を掲載） 
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歴史的転換点のいま、働くものの声を力に、確固たる展望をきりひらいていく決議   

 

「決められない政治からの脱却」と称し平然と〝公約〟が破り棄てられ強行突破された消

費増税法案、充分な検証も行われないまま一方的に「安全」が宣言され再稼動された大飯

原発など、国民生活に直結する重要課題が、民意にはかられることなく強引に進められて

いる。「いったいこの国の主権者は誰なのか」という、ごく当たり前の疑問を抱かずにはい

られないほど、いま、政治は劣悪化している。こうした状況にあって、「首相官邸前デモ」

に象徴される「人間の視点」「国民の視点」を主張する、一般市民による抗議行動が、全国

的な広がりを見せ、新たな〝胎動〟を生んでいる。まさに〝歴史的転換点〟を実感する出

来事である。 

 こうした「人間の視点」「国民の視点」を求めるうねりは、企業利益や外部評価を第一に

考え、飽くなき人件費削減攻撃にひた走る経営者に向かっても決して不思議ではない状況

だ。「企業の中心にもっともっと働くものが位置づけられてもよいではないか」という労働

者の偽らざる声や本音に耳を傾け、そこを基本に運動していく労働組合こそ真の労働組合

の姿であり、いま時代が求めている労働組合の役割だと言っても過言ではない。 

 

この時代認識に全員が確信を持とう。 

私たちは、常に働くものの視点に立って運動をすすめてきた全損保の組合員である。分

裂攻撃や組合差別など、私たち日動外勤支部も経験した幾多の経営からの不当な攻撃を受

けながらも怯むことなくたたかい続け、首尾一貫、その〝理念〟と〝伝統〟を守り続けて

きた組織の一員である。この全損保の歴史が、実績が、存在感が、必要とされ、期待され、

クローズアップされるのが本運動年度である。この組織の一員でいることに誇りを持ち、

『一人一言運動』で集まった声を力に、〝全損保らしく〟運動を展開していくことで、働

くものの要求実現にむけ邁進していこう。 

 

休日就業問題や職場環境問題など懸案だった組織課題も、正論を主張し、ねばり強く交

渉を積み重ねていくことで、確かな手応えをつかみつつ着実に解決にむかってきた。和解

条項を守らせる取りくみは今後も最重要課題としてすすめていくが、原点に立ち返り、繰

り返し組合主張を展開していく。こうして目の前の課題に、ぬかりなく、しっかりと取り

くむことで、自らの明日をきりひらいていこう。たたかう原動力は団結力だ。闘争で培っ

た団結力にさらに磨きをかけ、日動外勤支部に結集し、力強く運動をすすめていこう。私

たちの力強い一歩が、この企業のなかに、「人間の視点」を植えつけていく。 

迎える 2013 年度も、本大会で確立した運動方針に確信を深め、全員で力強く歩みをすす

めることで、私たちの未来をそして展望を、さらに確固たるものにしていこうではないか。 

 2012年 9月 8日 
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